
真野ダムは平成３年６月に完成しました。写真は同
年４月に撮影されたもの。

イノサル通信イノサル通信
いいたていいたて

平成31年4月から同支援員。令和３年から飯舘村の鳥獣対策に携わ
り、今年度から村の主担当。専門は野生動物管理・鳥獣被害防除。

イノサル通信は村
の鳥獣対策を支援
する鉄谷さんから
のお知らせです。

鉄谷 龍之 さん    
福島県避難地域鳥獣対策支援員
てつ     や       たつ  ゆき　
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史
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。

　
大
倉
地
区
が
ダ
ム
建
設
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適

地
で
あ
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取
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ら
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よ
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に
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目
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、昭
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、R
C
D
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よ
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始
ま

り
、平
成
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６
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成
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ま
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植
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く
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に
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設
の
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が
あ
り
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会
長
と
し
て
奔
走
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た
中
井
田
忠
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倉
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が
、大
倉
地
区
の
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史
と
ダ
ム
建
設
時
の
地
域
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思
い
を
伝
え
続
け
て
い
ま
す
。

昭和58年に建てられた記念碑。郷土愛に満ちた碑
文は「真野の川」を詠んだ万葉の歌から始まります。
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館

お
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す
め
図
書
を
紹
介
し
ま
す

　広報いいたて8月号で紹介した伊丹沢地区でのセンサーカメラ調査は、開始からもうすぐ1年になりますので、今回
は第2回の報告をしたいと思います。伊丹沢以外でも動物の出没の増減には、同じような傾向があると思いますので、
対策の参考にしてください。
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２
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大
ピ
ン
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ず
か
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」の
第
２
弾
‼️
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常
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起
こ
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う
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様
々
な
大
ピ
ン
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が
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ベ

ル
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ラ
フ
ご
と
に
書
か
れ
て
い
る
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
絵
本
で
す
。ぜ
ひ
手
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と
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ん
で
み
て
く
だ
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い
。

野 生 動 物を撮る２

　
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
、『
第

24
回
い
い
た
て
む
ら
読
書
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン

テ
ス
ト
』の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。寒

い
日
が
続
き
ま
す
が
、家
の
中
で
心
豊
か

に
過
ご
せ
る
よ
う
本
を
読
む
時
間
を
作
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

子連れのイノシシ（令和５年４月14日）

　4月は年間を通して最も多く撮影があり、撮影された半分以上が子ど
もでした。暑さのためか夏場は減少しましたが、秋に一度増え、その後
は少しずつ減りました。イノシシは出産数が多く増えやすい動物ですの
で、減らすためには、母親を捕獲することが重要と言われています。

イノシシ

調査概要    動物を感知して自動で撮影するカメラを10台設置 集計期間    令和5年１月21日～12月20日
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　今回は、被害を起こすことの多い、イノシシ（総撮影頭数938頭）、ニホンザル（311頭）、アライグマ（47頭）、ハクビシン
（38頭）について、報告します。なお、グラフの数値は撮影頻度を表しています。

※撮影頻度（100晩あたりの撮影頭数）＝撮影頭数／（設置晩数×設置台数）×100晩

ニホンザル

アライグマとハクビシン

　5月までは少なかったですが、6月以降は継続して撮影されました。ク
リなどの実を食べるために、人家周辺へ出没したのかも知れません。な
お、ニホンザルの場合は、群れによってどの時期に、どこで活動するか
が違いますので、地域によって出没する時期は異なると考えられます。

　イノシシやニホンザルに比べると、かなり撮影頭数は少なかったで
す。アライグマは春と秋、ハクビシンは春と夏に多く撮影されました。被
害としては、どちらも家屋侵入と果樹等の食害を起こします。特に子育て
の時期である春は、家屋被害が多く報告されます。

群れで動くニホンザル（令和５年９月13日）

〈 イノシシ及びニホンザルの撮影頻度推移 〉

〈 アライグマ及びハクビシンの撮影頻度推移 〉

撮影例　調査により、少しずつ地域
での動物の動きが分かってき
ます。今後も調査を継続し、撮
影数が多い場所での捕獲検
討など「対策への活用」や、出
没数が減ったかなど「対策の
効果の確認」をしていきたい
と考えています。

撮影例
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